
僕のつくりたい未来～少し長いまえがき

●日本の公教育で子どもの未来を変えたい
　この本は、宿題に革命を起こし、子どもが自分に必要な学びを考え、
学びの PDCA を回す「自立した学習者」に育つための宿題に変える、
その方法を書いた本です。
　みなさんは、もし一念発起して何かの資格を取ろうとする時、どう
やって勉強するでしょうか。
　おそらく、何か問題集を１冊買って、テストの日までに１日あたり
どの程度勉強すべきか見通しを立て、１ページずつ問題を解いていき
ますよね。答え合わせをして、間違えた問題の解説を読んで、覚えら
れるように線を引いたり、自分でノートにまとめたり、何度も繰り返
し書いたりすると思います。当たり前ですよね。
　では、こういう学び方を明確に誰かから教わった記憶はあるでしょ
うか。自分の学び方の質を向上させようと努力したことはあるでしょ
うか。ほとんどの人は「ノー」と答えると思います。僕自身もそうで
した。なんとなく、気づけば身についていた。

　ではもし、学び方を子どもの頃にしっかり教えてもらっていたら？
そして自分に合った学び方を確立できて、その努力の中で「勉強って
楽しい！」と思えていたら？　
　さらに、そういう学習を日本の公教育で保証することができたら？　
日本の全国民が、自分なりの学び方を発見し、学ぶことに対するマイ
ナスイメージを払拭でき、学校の勉強＝退屈でつまらないものという
負の方程式を打ち崩すことができていたら…今以上の日本の姿がここ
にあったかもしれません。いえ、確実にあったでしょう。
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「けテぶれ」でつくりたいのはそういう未来です。

●ある晴れた夏休みの朝に
　学び方を学ばせるには、どうすればいいのでしょうか。そもそも「勉
強をする」とは具体的に何をすることなのでしょうか。それを学校教
育に取り入れることは可能なのでしょうか。そんなことを考え始めた
のは、ある晴れた夏休みの朝のことです。

　数匹のセミがまだ寝ぼけた声で鳴いているのを聞きながら、僕は勤
務している小学校に向かってバイクを走らせていました。２学期から
宿題の出し方を変えたいなぁ、と考えながら。毎日毎日、算数プリン
トを印刷して黒板に宿題の内容を書く。この思考停止のサイクルをな
んとか変えたかったのです。

　そして考えつきました。「勉強の方法を教えてあげればいいんだ」と。
自分がやるべき学習を、自分で判断し、学びを積み上げられるように
すれば、宿題にまつわる思考停止のサイクルを止めることができる。
そう考えたのです。

　そこで子どもたちがわかるように勉強の方法を簡単にまとめまし
た。やったことは１つ。「勉強する」という大きくつかみどころのな
い漠然とした言葉が含む行為を４つの過程に分けたのです。

　「計画」「テスト」「分析」「練習」と。

　学習計画を立て、問題を解き、何が悪かったかを考え、乗り越える
ために努力する。シンプルですよね。そしてこの学習法に名前をつけ
ました。

　
それぞれの過程の頭文字を取って、「けテぶれ」と。
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●学ぶことが楽しい！　と変わる子どもたち
　２学期。当時担任していた５年生の子どもたちに説明をして、実践
を始めました。僕も子どもたちも手探り状態。でもその中に確実に光
るモノがありました。

　着実に、自分で学びを積み上げる方法をつかみつつある。自分の学
習をコントロールできるようになってきている。わからない！となっ
たその先に一歩を踏み出せるようになっている。そして何より、学ぶ
ことを楽しみ始めている。

　１年の終わりには、多くの子が、「自分は“けテぶれ”で勉強を積み
上げられる」という自信を持っていました。その学年の持ち上がりが
決まった時、子どもたちは口を揃えて「また“けテぶれ”ができる！」
と喜びました。その１年、またけテぶれに取り組んだ子どもたちは卒
業後も「先生！まだけテぶれやってるよ！」「友だちが勉強で困って
いる時、けテぶれ法を教えてあげてる！　さも自分が考えたように
ね！（笑）」と報告に来てくれます。「先生と一緒だからできる」とい
う状態から、自分で操ることができる学習法へ。これを子どもたちの
中に位置づけることができたのです。「けテぶれ」のシステムも、こ
の２年でおおむね確立できました。

　そして異動。まったく新しい学校で「けテぶれ」のこともまったく
知らない 4 年生の子どもたちに一から、学び方を教える機会を得ら
れました。僕にとって勝負の年でした。初めて、「けテぶれ」を完成
したシステムとして子どもたちに示せる。けテぶれの真価が試される
年でした。
　結果的には…大成功。大きな教育効果が得られました。日々、すさ
まじい質の学習を積み上げる子、ほかの子の学習方法を貪欲に吸収し
続ける子、新たなアイディアをどんどん生み出しトライアンドエラー
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を積み上げる子、まったくノッていなかったがある日突然覚醒する子、
授業への参加意欲がみるみる高まっていく子。毎日本当にワクワクす
るノートが提出されます。日々驚きと感動がありました。

　考えてみれば当たり前です。今までの宿題で、ノートの取り方、学
習箇所、学習量を一律に決められ、その檻の中から出られなかった子
どもたちを解き放ったわけですから。蓄積された学びへのエネルギー
が爆発したのです。この年は「けテぶれ」というシステムをキッチリ
と整えて示すことができたため、子どもたちは迷わず突き進むことが
できたのです。

●子どもたちの学びのエネルギーはすさまじい
　その中で僕の「子ども観」は大きく変更されました。
　子どもたちが持っている学びのエネルギーは、想像をはるかに上回
るすさまじさであると。僕たち教師がやるべきことは、彼らの潜在的
学習エネルギーを解放するための手段を手渡してやることだと。決し
て彼らを狭い檻に閉じ込め、統制することではないと。ここから授業
の方法も変わりました。
　すべては「けテぶれ」を考案したあの夏の日から始まりました。
　「学び方」を教える。
　こんなシンプルなことで、今まで見たことのない景色が現れるので
す。子どもたちは学びの海を自由に泳ぎ回り始めます。広く、深く。

　学び方とは、学校のテストに向けて計画して、自分の実力を図るた
めに自分でテストをしてみて、結果を分析して、乗り越えるために練
習すること。本書には、このシンプルな考え方を子どもたちがしっか
り受け取り、力強く学んでいけるためのノウハウをまとめています。
　実際にこの本に書かれている方法を使って、小学校はもちろん、中
高の部活指導、親子で取り組む家庭学習、さまざまなフィールドで目
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覚ましい結果が出ているという報告をいただいています。

　この本が多くの指導者のもとへ届きますように。子どもたちが持つ
すさまじい学びのパワーに驚き、いきいきと学ぶ姿にワクワクする日
常が 1 人でも多くの指導者のもとに訪れますように。学びの力を解
放してもらった子どもたちが、力強く日本を引っ張る未来が実現しま
すように。そんな思いをこめてこの本を書きました。
　「学び方を教える」。こんなシンプルなことをするだけで、見たこと
もない景色が生まれるのです。　

　2019 年 6 月　　　　　　　　　　　
葛原祥太

10



まえがき　6

序章
「学び方を学ぶ」なぜ自己学習力か。
なぜ宿題改革なのか。

日本トップレベルの高校生からの学習相談　16
やらされる勉強から、自らやる学びへ　18
宿題改革案「けテぶれ」　20
  コラム 1   本書使用上の注意　26

第1 章　「けテぶれ」って何？
「けテぶれ」って何？？　28
なぜ「けテぶれ」で結果が出るのか　30
けテぶれが養う力① 自分を客観的に見る「メタ認知能力」　32
けテぶれが養う力② 自分で学習方法を発明できる力　34
けテぶれが養う力③  
大人でも難しいやる気のコントロール！　36

もくじ

 11



けテぶれが養う力④ 
「自立」とは 1 人で立つことではない 　38
けテぶれが生み出す圧倒的な風景　40
実践実例①：「けテぶれ」で子どもたちが変わった！　42
実践実例②：自立する学習者を育てる「けテぶれ」　44

「けテぶれで勉強がわかった！」子どもたちの感想　46
  コラム 2   どちらかではなく、どちらも。　54

第2 章　これが「けテぶれ」だ！
「けテぶれ」は自分なりの学び方を獲得する 
効率的な学習法　56
単にサイクルをまわすだけではだめ！　58
けテぶれの基礎となる小サイクル　60
小サイクルのまわし方① 計画　62
小サイクルのまわし方② テスト　64
小サイクルのまわし方③ 分析　66
小サイクルのまわし方④ 分析～間違いの５分類　68
小サイクルのまわし方⑤ 練習　70
大サイクルで自らの学習法に鋭く向き合う！　74
大サイクルのまわし方① 大計画　76
大サイクルのまわし方② 小テスト　78
大サイクルのまわし方③ 大テスト　80

12



大サイクルのまわし方④ 大分析　82
大サイクルのまわし方⑤ 大分析の視点　84
大小 2 つのサイクルはみんなでまわす！　86
けテぶれルーブリック（例）　88

第3 章　やってみよう！ けテぶれ
けテぶれの始め方 準備編　90
けテぶれの始め方① 
無理なく楽しくできるレベルを目指そう　92
けテぶれの始め方② シンプルに、わかりやすく　94
学びの海に降りて 一生使える力を身につけよう！　96
けテぶれノートの提出頻度と対応　100
始めたらすぐに出そう！ けテぶれ通信！　102
学びの大豊作！ 宿題交流会！　106
クラス全員での交流！ 「けテぶれ大交流会」　108
教師がやるべきこと① 学習力についての語り　110
教師がやるべきこと② 「学びの海」を語る　112
教師がやるべきこと③ クラスの子どもたちと対話する　114
教師がやるべきこと④

子どもたちのタイプに合わせた指導　116
子どもたちのタイプ別指導法 ～ A エリア～　118
子どもたちのタイプ別指導法 ～ B エリア～　120

 13



子どもたちのタイプ別指導法 ～ C エリア～ part.1　122
子どもたちのタイプ別指導法 ～ C エリア～ part.2　124
子どもたちのタイプ別指導法 ～ D エリア～　126
子どもたちのタイプを踏まえた学級指導法　128
  コラム 3   感動のサイクル　130

第4 章　けテぶれで子どもは 
こんなに変わる！

さあ、学びの海へ一歩踏み出そう！　132
第１ステージ：トップランナーの輝き 　134
第２ステージ（前期）：けテぶれはサボれる 　136
第２ステージ（後期）：サボる自分と向き合い自律する 　138
第３ステージ：熱を帯びる学習者たち　140
そして授業が変わる　142
学びのポートフォリオが学び方の探究を支える　144

あとがき 　146

14



	学習者として自立していなかった
	 高学力の生徒
　「けテぶれ」を説明していくにあたって、まずはこんなエピソード
から紹介しようと思います。
　先日、日本でもトップの学力を持っている高校生の勉強の相談に乗
りました。急に勉強がわからなくなり、やる気が完全に失われてし
まったというのです。解決策を探るため、学習の様子や課題の内容を
聞いていると、彼が高い学力を有している理由がよくわかりました。
理由１：与えられる課題の質が高く、量が膨大
理由２：与えられるタイミングや系統性なども整っている
理由３：彼は大量のインプットに耐えうるだけの資質と能力がある
　こんな理由があるとわかったのです。でも、彼は困っていた。さら
に詳しく話を聞くとその原因が３つ見つかりました。
原因１：与えられる学習ばかりで勉強法が確立していない
原因２：自分にとって必要な学習が何かわかっていない
原因３：やる気がわかない時の対処法がない
　つまり彼はただ無思考に、与えられた情報を飲み込んでいただけ
だったのです。学習者として自立していなかった。だから大量の情報
で消化不良を起こした時、対処法がわからずモチベーションが崩壊し

日本トップレベルの
高校生からの学習相談

やらされるだけの勉強はあぶない
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てしまったのです。

	これからの時代に求められる学び方
　彼に足りなかったのは、自分の学びを自分で進める力でした。無理
もありません。彼が置かれている学習環境がそれを許してくれなかっ
たのですから。しかし今後の社会を見通した時、必要なことはこのよ
うな学びでしょうか。
　価値がどんどん相対化していく今後の社会において必要なことは、
多様な選択肢の中から、自分にとって何が必要かを自分で考え、自分
で選び、自分でその結果を受けて、進み続けるという態度ではないで
しょうか。ともに歩む仲間と共同しながら、無限のトライアンドエラー
を繰り返し、自分なりの解を紡ぎ出していくことこそ、これからの時
代に必要な態度ではないでしょうか。
　そのために必要なことは「大量の情報を飲み込ませること」では決
してありませんよね。それとは正反対に「子どもたちを学びの海に解
き放ち、その海の中を自由に泳ぎ回らせてやること」が必要だと思う
のです。学びの海の中で、今自分は何をすべきか、そのために何をど
う学んでいくのかを自分で考え、自分で選び、結果を受け取りながら、
仲間とともに力強く進んでいく。今の子どもたちにはこういう学び方
が求められているのではないでしょうか。
　僕はこういう学び方ができる人のことを「自立した学習者」と呼び
ます。どうすればこのような学び方ができるようになるのでしょうか。
そのために必要不可欠なのが「学び方を学ぶ」ことです。ただ子ども
たちを海に降ろすだけでは溺れてしまいます。学びの海を楽しむため
には、学びの海での泳ぎ方を身につけさせてやらなければならないの
です。だから僕は、学ぶという行為を「計画、テスト、分析、練習の
サイクルを回すこと」と定義しました。
　学び方を学び、学習者として自立することは、今後の社会で豊かに
力強く生きるためにとても大切なことだと思うのです。
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	学ぶことは楽しい
　自分の意志で自分のやりたいことをやりたいだけやれる。自分がや
るべきことがわかる。多くの方法の中から好きなものを選択できる。
選択と行動を積み重ねた末に、できなかったことができるようになる。
そういう営みの中で学び方を学び、学習者として自立していく。
　「けテぶれ」が生み出す自由で豊かな学習環境の中で「やらされる勉
強」から抜け出した子どもたちは、学ぶことが生み出す大きな喜びを
受け取ります。その喜びがさらに、学びの海を力強く進む原動力（主
体性）を大きく育て、ともに学ぶ仲間との対話を豊かなものにし、深
く深く学んでいきます。

	サボることで自律する
　自由な学びの中で、マンネリも経験します。どんな方法でもいい、
どんな内容でもいい、どんな分量でもいい、というけテぶれの学習環
境は、「やらない」という選択も許容します。そんな環境で子どもた
ちの心の中にサボり心が芽生えます。結果、成績が落ちる。サボった
結果は、点数という客観的な数字となって自分に返ってきます。自分
の行動の結果ですから、受け入れざるを得ません。そういう経験から、
子どもたちは気づくのです。学びの海では、どれだけ泳ぐ力があって

やらされる勉強から、
自らやる学びへ
自ら学ぶことが生みだす大きな気づき
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も実際に体を動かして泳がなければ沈んでいく、と。

	自律から自立へ
　１年の最後になって、子どもたちはこう言います。けテぶれは自分
のサボり心に出会わせてくれた、と。最終的には自分が踏ん張らなく
てはどうにもならないことがわかった、と。４年生、10 歳の子ども
たちでもこのように言うのです。けテぶれから、ここまでの気づきが
生まれるのです。
　このように言える子は、「学習者として自立し始めた」と言ってよ
いでしょう。「自ら学ぶ」とは、自ら選び、結果を受け止め、モチベー
ションをコントロールしながら学び続けようとする学習努力のことを
さすのですから。自分で勉強し、結果に責任を持ちながら、自分なり
の勉強方法をつくり上げる。そのサイクルの中で、子どもたちは自分
を律し、自分で歩み始めるのです。

	「宿題」は自己学習力を育てる
	 絶好のステージ
　ではこのような学びを学校教育のどこでするか。カリキュラムはた
だでさえいっぱいいっぱい。英語もプログラミングもやらなければな
らない中で、新しいことをする余裕なんてない。
　ではその外に、けテぶれの学びを位置づけましょう。「宿題」です。
けテぶれは「宿題」で行うのです。独学力を磨くステージとして宿題
を捉え直すのです。家庭で、１人で取り組む宿題は、自分なりの学び
方を試行錯誤しながら練り上げる場として絶好のステージです。
　え、そんな。宿題のやり方を変えるなんて…そうですよね。労力が
いります。エイヤと本腰を入れなければならない。そこまでする必要
があるのか？
　あるのです。今日本で広く行われている宿題の現状は早急に改善す
べき問題を抱えているのです。

序章　「学び方を学ぶ」なぜ自己学習力か。なぜ宿題改革なのか。 19



	なぜ宿題をやるの？
　ここで、作業として与えられる「宿題」の問題点について学びます。
　子どもたちに「なぜ宿題をやるの？」と尋ねてみると、どんな答え
が返ってくるでしょうか。「やっていれば先生に怒られないから」こ
れが大半ではないでしょうか。あとは「宿題をやればゲームができる
から」。
　これらの答えの裏側に潜むものに目を向けてみると…
 
「やっていれば先生に怒られない」
→面倒くさいけど、立場が上の人が言っていることにはとりあえず

従っておけばいい。➡自身の環境に対する無思考、受動的態度
「宿題をやればゲームができる」
→嫌な宿題（子どもたちの中では宿題＝勉強）をすれば楽しいゲーム

ができる。➡学習は楽しくないものというイメージの醸成
 
　このような思考や態度につながっているのではないでしょうか。
　つまり無意味で作業的な宿題は子どもに「学習習慣」をつけるどこ
ろか、「与えられた課題を無思考にこなすこと」と「勉強することを苦
しみと捉えること」を毎日繰り返させ、習慣化させているおそれがあ

身の回りに情報があふれている今こそ、自ら学ぶ力を

宿題改革案「けテぶれ」
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るのです。
　作業的な宿題にはこのような問題点があり、教育界は一刻も早くこ
の問題に対応しなければならないのです。選択は２つに１つ。「やめる」
か「改革するか」です。

 宿題改革案「けテぶれ」
　宿題の目的、ひいては小学校で行う教科学習の大きな目的の１つは
シンプルに「学力」をつけることです。そのための手段の１つが「宿題」
であるはずです。そう考えると、もう学力がある子は宿題をする必要
はないとも言えます。だとすれば、すべての子どもにとって有意義な
宿題の形とは、「学習量も学習箇所も学習方法もすべて自由。ただし
テストで合格点が取れるのなら」ということが言えませんか？
　しかし「自由に必要なだけ勉強しなさい」と言うだけでは子どもた
ちは前に進めません。なぜなら多くの子どもたちは、「勉強」という
行為が何をすることなのか、はっきりとわかっていないからです。
　勉強することとはどういう行為を指すのでしょうか。僕は勉強とい
う行為を「計画して、テストして、分析して、練習するというサイク
ルを回すこと」と定義しました。その頭文字をとって「けテぶれ」です。
　こうして学び方を明確にわかりやすく伝えてやることで、子どもた
ちは自由に、力強く学びの海を泳ぎ始めます。そして学ぶことの喜び
を受け取るのです。
　学びの海を泳ぎ回る喜びに気づいた子どもたちの姿はどんなものに
なるのか。想像してみてください。ワクワクしますよね。ほぼ確実に
子どもたちは、今みなさんがされた想像をはるかに超える姿を見せて
くれます。けテぶれに取り組むことによって、僕たち大人は、「大人
が子どもたちの限界を勝手に決めてしまっていたのだな」ということ
に気づくのです。
　では実際の子どもたちのノートを少し見てみましょう。
　一人ひとりが自分で学びを進化させている様子を。

序章　「学び方を学ぶ」なぜ自己学習力か。なぜ宿題改革なのか。 21


